
１．はじめに                                    

 青森市における「体育施設のあり方」を検討するにあたり、ここでは、本市所有の主な

体育施設に関する現状と課題を明らかにし、今後の対応方針についての議論に資すること

を目的とします。 

 

２．青森市体育施設の現状と課題                            

 教育委員会文化スポーツ振興課が所管している体育施設のうち、各種大会や教室に利用

されている６施設の現状と課題は、次のとおりとなっています。 

 

（１）青森市民体育館                             

【現状】 

供用開始：昭和５２年８月１日（築３９年）  

施設 用途等 
年間利用者数 

（Ｈ27 年度） 

主競技場 バスケットボール（２面） バレーボール（２面） 

テニス（２面） バドミントン（８面） 卓球（２４台） 

159,433 人 
第１体育室 バスケットボール（１面） バレーボール（１面） 

第２体育室 卓球（５台） 

第３体育室 卓球（７台） 

トレーニング室 トレーニング機器各種（ランニングマシン２台 など） 

【課題】 

 

 

 

 

（２）青森市民室内プール                              

【現状】 

供用開始：昭和５７年８月１７日（築３４年） 

施設 用途等 
年間利用者数 

（Ｈ27 年度） 

一般用プール ２５ｍ ７コース 

72,550 人 初心者用プール １５．５ｍ ５コース 

幼児用プール ４５．０㎡ 

【課題】 

 

 

築３９年を経過し、施設の老朽化への対応が課題となっています。 

 ◎主競技場の床の歪み、破損。 ◎西側外壁の剥落。 ◎空調設備や電気設備の改修 

 

築３４年を経過し、施設の老朽化への対応が課題となっています。 

 ◎空調設備や電気設備の改修 
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（３）青森市営野球場                                  

【現状】 

供用開始：平成１２年６月１日（築１６年） 

施設 用途等 
年間利用者数 

（Ｈ27 年度） 

野球場 

グラウンド 左右翼線 ９８ｍ 中堅線 １２１ｍ 

内野スタンド 観覧席 ２，９４５人 

外野スタンド 外野席 ７，０６５人 

161,210 人 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

（４）青森市スポーツ会館                                

【現状】 

供用開始：平成１４年１２月１４日（築１４年） 

施設 用途等 
年間利用者数 

（Ｈ27 年度） 

多目的運動場 9 月から翌 5月：カーリング（４シート） 

6 月：バドミントン（５面）、バウンドテニス（６面） 

181,809 人 

屋内グラウンド ゲートボール アーチェリー 

レスリング場 レスリング（１面） 

柔道場 柔道（２面） 

剣道場 剣道（２面） 

弓道場 近的（６人） 

多目的広場 サッカー（１面） ラグビー（１面） など 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

築１６年を経過し、施設の老朽化への対応が課題となっています。 

 ◎フェンス、バックネットの張替 ◎スコアボードシステムの更新 

 ◎外壁補修 ◎漏水対策 

築１４年となり、今後、施設の老朽化への対応が課題となっています。 

 ◎漏水対策 ◎天然芝グラウンドの張替 

カーリング場の通年利用への対応が課題となっています。 

 ◎施設改修 ◎運営経費（光熱水費） 



 

（５）青森市屋内グラウンド（サンドーム）                      

【現状】 

供用開始：平成４年２月１日（築２４年） 

施設 用途等 
年間利用者数 

（Ｈ27 年度） 

主練習場 サッカー 野球 ソフトボール など 

120,921 人 ジョギングコース ジョギング、ウォーキング（１周３００ｍ） 

トレーニング室 トレーニング機器各種（エアロバイク５台など） 

【課題】 

 

 

 

 

（６）青森市スポーツ広場                              

【現状】 

供用開始：平成１７年５月１日（築１１年） 

施設 用途 
年間利用者数 

（Ｈ27 年度） 

野球場 野球場（３面）※１面に照明設備あり 

103,653 人 

サッカー場 サッカー場（１面）※照明設備あり 

ラグビー場 ラグビー場（１面）※照明設備あり 

多目的グラウンド サッカー（１面） ラグビー（１面）  

グラウンドゴルフ など 

テニスコート テニスコート（１２面）※７面に照明設備あり 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

築２４年を経過し、施設の老朽化への対応が課題となっています。 

 ◎漏水対策  ◎空調設備、給湯設備の更新  

築１１年となり、今後、施設の老朽化への対応が課題となっています。 

 ◎天然芝グラウンドの張替  ◎人工芝テニスコートの張替 ◎設備の更新  



現状と課題 まとめ 

 

 市民体育館、市民室内プールは既に築３０年以上経過しているほか、市営野球場やサン

ドーム、スポーツ会館、スポーツ広場と築１０年から２０年以上経過しており、施設の老

朽化への対応が大きな課題となっています。 

 しかしながら、厳しい財政状況の下では、従来の改築を中心とした老朽化対策では対応

が難しいことから、今ある施設の機能をできる限り維持し長く使うための長寿命化や、予

防的な修繕等を実施する予防保全により対応することが求められます。 

 

改築中心から長寿命化への転換のイメージ  （出典：文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る手引き」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．これまでの対応状況                               

 


